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本研究では複数の語義をもつオノマトペの語義分類に寄与する係り先動詞について検討した．語義分類済
みコーパス「会議録２０１０」において単一語義で一定頻度出現した「オノマトペ－係り先動詞」の組につい
て，同一ジャンルのコーパス（会議録２００８－０９）および，多様なジャンルの文を含むコーパス（BCCWJ）
における用例の抽出と語義の分析を行った．「会議録２００８－０９」の正例率（「会議録２０１０」の語義と一致する
用例の割合）は９９．４％と高く，同一ジャンルの文書では，係り先動詞はオノマトペの語義決定に寄与する
といえる．「BCCWJ」の正例率は７８．０％であった．負例の主な要因は係り受け解析誤り，表記の揺れ，複
数語義の包含であり，文書のジャンルが語義に与える影響は小さいことが明らかになった．ただし，各オノ
マトペに対する係り先動詞の出現傾向には文書のジャンルに起因した偏りがあることが示唆された．
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1. はじめに

オノマトペ（擬音語および擬態語）は音や状態，様

子を伝える言語表現である．日本語のオノマトペには

複数の語義を持つものが多い．例えば，『日本語オノ

マトペ辞典』［１］には「ごろごろ」の語義として“雷

のとどろき響く音”（擬音の語義）や“仕事をしないで

むだに暮らしているさま”（擬態の語義）など６種類が

掲載されている．日本語文中で用いられるオノマトペ

の語義は表１に示す例のように，オノマトペの係り先

動詞や文の表層格によって決まる．�「ごろごろ」が
「鳴る」に係るとき“雷のとどろきひびく音”を，�
「ごろごろ」が「鳴らす」に係るとき“猫などがよろ

こんで喉を鳴らす音”を表していると考えることがで

きる．このような場合，文の他の部分（表層格）を見

なくてもオノマトペの語義は決まる．一方，係り先が

「する」のときは，係り先動詞のみでは語義が決まら

ず，�ガ格が「目」のとき“小さいものが間に入って
違和感のあるさま”を表し，�デ格が「家」のとき“何

もせずに時間を過ごすさま”を表すと考えることがで

きる．「オノマトペとよく共起する語（コロケーショ

ン）」と「オノマトペの語義」の関係を整理することで，

自然言語処理等においてオノマトペを適切に利活用す

ることが可能となる．しかし，オノマトペは一般的な

単語と比べて，語義が派生したり，新しい用法が生じ

やすいという性質をもつ．このため，コロケーション

と語義の関係を作例によって網羅することは困難であ

る．そこで，コーパスから実際の用例を収集し，オノ

マトペの語義とコロケーションの関係を明らかにする

必要がある．

オノマトペと共起する語に関する先行研究［２］で

は，新聞コーパスを用いて「しんみり」「しみじみ」の

２語と共起する動詞を調査し，人間が想起する動詞と

比較している．また，［３］では，「がたん」「がたがた」

等の９語を対象として，オノマトペと係り受け関係の

ある動詞および名詞を手がかりに擬態の語義と擬音の

語義を判別する工学的手法が提案されている．

本論文では，複数の語義を持つオノマトペと係り先

動詞のコロケーションについて検討する．まず，オノ

マトペの語義がアノテーションされた日本語コーパス
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表１ 表層格・係り先動詞と語義の関係の例
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（地方議会会議録コーパス［４］に収録された２０１０年

度の発言文，以下「会議録２０１０」という）から，オ

ノマトペの係り先動詞を抽出する．ここで，一定の頻

度で共起する「オノマトペ－係り先動詞」の組におけ

るオノマトペの語義が一意であるとき，この係り先動

詞はオノマトペの語義決定に寄与する語であるといえ

る．そこで，「会議録２０１０」において単一語義で一定

の頻度出現する「オノマトペ－係り先動詞」の組を同

一ジャンルのコーパス，および，多様な日本語文を含

むコーパスから抽出し，オノマトペの語義が「会議録

２０１０」のものと同一であるかを調査する．これにより

コロケーション（共起する係り先動詞）とオノマトペ

の語義との関係について検討する．同一ジャンルの

コーパスとして，地方議会会議録コーパスに収録され

た２００８～２００９年度の発言文（以下「会議録２００８－０９」

という）を用いる．多様なジャンルの日本語文を含む

コーパスとして「現代日本語書き言葉均衡コーパス」

［５］（以下「BCCWJ」という）を用いる．

2. 語義分類済みコーパスの分析

２．１． オノマトペの係り先動詞抽出

オノマトペを含む文から係り先動詞を抽出するため，

まず，CaboCha［５］によって係り受け解析を行う．

解析の結果オノマトペを含む文節の係り先が動詞であ

るとき，これをオノマトペの係り先動詞として抽出す

る．例えば，

�「石がごろごろ出てきているんです。」
�「…行政はごろごろっと方針が変わって本当に申
しわけない…」

という文からは，それぞれ「ごろごろ－出る」「ごろご

ろ－変わる」が抽出される．ただし，

�「…こんな大きな石ころがごろごろしていて…」

のようにオノマトペがサ変名詞として使われ，オノマ

トペと動詞が同一の文節に含まれる場合は，例外とし

て「ごろごろ－する」を抽出する．なお，オノマトペ

を含む文節の係り先に動詞が存在しない場合，分析対

象から除外する．

２．２． 係り先動詞と語義数

高丸ら［７］は「会議録２０１０」に含まれる１５３語の

オノマトペ（約１万文）語義分類した．本論文では，

このオノマトペのうち，複数の語義を持つ４拍のオノ

マトペ１４語を分析対象とする．表２に「会議録２０１０」

においてオノマトペの係り先動詞が抽出された文数，

係り先動詞の異なり数，このうちオノマトペが複数語

義であった係り先動詞数，および，単一語義であった

係り先動詞数をそれぞれ示す．複数の語義がある係り

先動詞は延べ６２語存在した．これらは表１の��の
例のように，係り先動詞のみからはオノマトペの語義

が決まらないため，今後表層格を含めた分析を行う必

要がある．

単一語義の係り先動詞は延べ３３５語存在した．出現

頻度の低い係り先動詞が多く，約７０％は出現頻度が

１であった．出現頻度の低い係り先動詞は，現段階で

はオノマトペとよく共起するコロケーションであると

はいえない．本論文では単一語義の「オノマトペ－係

り先動詞」の３３５組のうち出現頻度が１０以上の１１組

を検討の対象とする．１１組の「オノマトペ－係り先

動詞」とオノマトペの語義を表３に示す．表中のオノ

表２ 係り先動詞の抽出文数と係り先動詞の異なり数

表３ 単一語義で１０回以上出現したコロケーション
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マトペの語義は原則として『日本語オノマトペ辞典』

のものを用いた．ただし，「のんびり－やる」の語義

“進みが遅いさま”は「のんびり」の語義として［７］

において追加された語義であり，辞典に記載された語

義“何にとらわれるでもなく，心身ともにくつろいで

いるさま”から派生したものである．

3. コロケーションとオノマトペの語義
の評価

３．１． 評価データにおける係り先動詞の抽出と語義分

類

「会議録２００８－０９」（総文数約２２００万文）および

「BCCWJ」（総文数約１００万文）を用いて，コロケーショ

ン（「オノマトペ－係り先動詞」の組）とオノマトペの

語義との関係について評価する．２．１節と同様の方法

で２つのコーパスからオノマトペの係り先動詞を抽出

した．表３に示した１１組の「オノマトペ－係り先動

詞」を含む文は，「会議録２００８－０９」に計４８６文，

「BCCWJ」に計１６８文存在した．これらの文における

オノマトペの語義を［７］と同様の方法で，筆者らが

人手で確認し，「会議録２０１０」における語義と照らし

合わせた．語義分類が困難な例では，用例文から読み

取ることができる範囲でもっとも妥当性の高いと考え

られる語義を筆者らの合意の元で選択した．各コーパ

スから得られた用例数および，正例率（「会議録２０１０」

の語義と一致する用例の割合）を表４に示す．

３．２． 同一ジャンルの文書における結果の考察

「会議録２０１０」と同一ジャンルの文書である「会

議録２００８－０９」では，１１組のうち９組が正例率１００％

であった．負例は「がたがた－言う」の２例，および，

「がっちり－組む」の１例のみであった．この２組に

おける正例および負例を以下に示す．

「がたがた－言う」の正例

�「…これほどがたがた言うようになったのは，あ
の財政健全化法という悪法ができてからなんです

ね。」

「がたがた－言う」の負例

�「…そういうことを一々言い合いしよると臨時会
もがたがたなりますので言いませんが…」

「がっちり－組む」の正例

�「…市がおのおのの特徴を生かしながら，がっち
りパートナーシップを組んで進めていくことが重

要です。」

「がっちり－組む」の負例

�「…そのためにも本来職員がそういう質疑応答を
がっちり組む，評価者とのやりとりが重要になっ

てくるんですけれども，残念ながら中にはちょっ

と十分対応できてない場合もあったりします。」

「がたがた－言う」の負例をみると，「がたがた」の

本来の係り先動詞は「なる」であることが分かる．す

なわち係り受け解析における解析誤りにより，適切な

係り先動詞が抽出されないことが負例の原因となって

いる．一方，「がっちり－組む」の負例における「がっ

ちり」は“抜け目がなく物事をするさま”と語義分類

される．これは今後，表層格（例えばヲ格の「質疑応

答」）を手がかりに分析することで解決される可能性が

ある．ただし，コーパスの実例に基づく分析では，用

例の例外性や臨時性の観点からの検討も必要である．

これは今後の検討課題である．

３．３． 多様なジャンルを含むコーパスにおける結果の

考察

多様なジャンルの日本語文が収録されたコーパスで

ある「BCCWJ」から，１１組の「オノマトペ－係り先

動詞」を含む用例が合計１６８個得られた．このうち正

例は７８．０％，負例は２２．０％であった．「BCCWJ」か

ら得られた用例にみられる特徴を以下に述べる．

（１） 出現頻度の偏り

BCCWJにおける「オノマトペ－係り先動詞」の出

現頻度の地方議会会議録コーパス（「会議録２０１０」と

「会議録２００８－２００９」の和）に対する出現比率を図１

に示す．これは，会議録コーパスにおける出現頻度を

１００としたときのBCCWJにおける出現頻度を表す値

である．「オノマトペ－係り先動詞」の組ごとに出現

比率が異なり，使用傾向に偏りがあることがわかる．

具体的には，「がたがた－言う」「ばっさり－削る」「がっ

ちり－やる」「とんとん－なる」「がっちり－組む」「ばっ

さり－切り捨てる」等はBCCWJにおける出現比率が

表４ 各コーパスにおける用例数（括弧内は正例率）
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低い．BCCWJは多様なジャンルの日本語文を含む

コーパスであることから，これらの組は会議録のジャ

ンルにおいて，相対的に高頻度で使用されるものであ

ると考えることができる．「会議録２００８－０９」におけ

る「ばっさり－削る」「がっちり－やる」「ばっさり－切

り捨てる」の例を以下に示す．用例の観察から，これ

らの組が予算や施策の審議において特に使用されやす

いものであることが示唆される．このように，文書の

ジャンルや話題に応じて，特徴的な共起語が存在する

ことが予想されるため，さらなる分析が必要である．

「ばっさり－削る」の例（会議録２００８－０９）

�「…暮らしや福祉にかかわる事業に対する補助金
がばっさり削られようとしています。」

�「…こうしたいわば市民の命綱になっている政策
をばっさり削ると…」

「がっちり－やる」の例（会議録２００８－０９）

�「…それと営業所の実態など，事前調査を私は本
当にがっちりやられたのかどうか，疑問が出てき

ておりますので…」

�「…総合型の子育て施策をがっちりやっていくと
いうことが必要だと思うんです。」

「ばっさり－切り捨てる」の例（会議録２００８－０９）

�「これは，今まであった手当をいきなりばっさり
とすべて切り捨てるものです。」

�「…区民の意見聴取を形式だけにし，出された意
見をばっさり切り捨てる不当性は際立っていま

す。」

（２） 係り受け解析誤りによる係り先動詞の誤抽出

係り受け解析の誤りに起因する係り先動詞の誤抽出

が「がたがた－言う」に１例，「ぐずぐず－言う」に

２例，「ぱらぱら－見る」に３例みられた．

誤抽出の例（がたがた－言う）

�「基本的に信頼しており，結局大丈夫だから，そ
のつどの細かい現象に「ガタガタしなさんな」と

言うのです。」

誤抽出の例（ぱらぱら－見る）

�「…まるで窓の外でパラパラと降っている時雨を
部屋の中から静かに見ているような，隠やかな表

情だった。」

「がたがた－言う」の例では，「ガタガタ」の直後

に方言形があるため解析誤りが生じたものと考えられ

る．また，「ぱらぱら－見る」の例は，「パラパラ」の

係り先は「降る」であるが，これがさらに「見る」に

かかるため，抽出処理に誤りが生じたと考えられる．

「会議録２００８－０９」に見られた解析誤りと併せて，係

り先動詞の抽出手法の精度向上は今後の課題である．

（３） 正例率１００％の「オノマトペ－係り先動詞」

前述の係り受け解析誤りを集計から除外すると，１１

組中６組において正例率が１００％であった（「がっちり

－やる」，「がっちり－組む」，「ばっさり－切り捨てる」，

「のんびり－暮らす」，「ばたばた－倒れる」，「ぱらぱ

ら－見る）．このうち「がっちり－組む」を除く５組

は「会議録２００８－０９」における正例率も１００％であっ

た．正例率の高い係り先動詞は，オノマトペの語義決

定に寄与すると考えられる．ただし，「会議録２００８－

２００９」における「がっちり－組む」に負例が存在する

ように，これらの係り先動詞を用いてオノマトペの語

義が異なる文例を作ることは可能である．このため，

語義を確定するためには，さらに文中の他の部分を手

がかりにする必要がある．

（４） 表記の揺れ

「がたがた－言う」「ぐずぐず－言う」において，「言

う」の表記に起因するとみられる負例が存在した．

「がたがた－言う」の負例

�「サーブのタイヤは，これまで出したこともない
スピードに悲鳴を上げ，車体をガタガタ言わせて

いる。」

�「今朝は強風であおられて何かがガタガタって言
う音で目が醒めました。」

「ぐずぐず－言う」の負例

�「元同居人はまたちょっと咳をし，鼻をぐずぐず
言わせた。」

�「乾杯のシャンペンでさえ 鼻がぐずぐず言うの

でこれも苦手です。」

「がたがた－言う」の負例はいずれも，“かたいも

のがふれ合って発する，重く騒々しい音”を表してい

る．また，「ぐずぐず－言う」の負例はいずれも“風

邪などで洟（はな）をすする音”（辞典には記載のない

語義）を表している．これらの用例の係り先動詞「言

う」は人間による発話行為を指していないため，ひら

図１ BCCWJにおける出現比率
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がなで「いう」と表記することが一般的である．しか

しながら，漢字表記の「言う」が誤謬であるともいえ

ないため，実例の観察に基づく分析においては，表記

の揺れに対する処理を検討する必要がある．

（５） 語義分類の判断が難しい例（複数語義の包含）

２．２節で述べたように，「会議録２０１０」における「の

んびり－やる」の用例はすべて，辞典の語義“くつろ

いでいるさま”から派生した“進みが遅いさま”に分

類された．「会議録２００８－０９」でも同様の語義で使用

されていると分類することを確認した．しかしながら，

「BCCWJ」では，「…のんびりペースでやっていきた

い…」というように進みの遅さを表す用例（１４例）よ

りも，「のんびりパソコンやったり…」というように

くつろいで物事を行う様子を表す用例（２１例）が多

く見られた．後者の用例の中には，“物事をくつろい

で行うこと”の当然の帰結として“進みが遅くなるこ

と”を含意しているものも観察される．そのような文

脈の「のんびり」を２つの語義のどちらか一方に決定

することは困難であり，人間による語義分類において

も判断が分かれる可能性がある．「会議録２００８－０９」

の用例では，行政の施策（他者の行動）について批判

的な文脈で「のんびり－やる」が用いられている．こ

のため，くつろぐという意味より遅いという意味が強

調されているものと解釈できる．

雰囲気や状況を表現するオノマトペの語義は「語義

Aである」と決定できる文脈もあれば，「語義A，B

どちらも含意している」ように解釈できる文脈（複数

語義の包含），さらには「包含する複数の語義のうち，

語義Aが比較的強調されている」という文脈もあり

得る．本論文の語義分類では，包含される語義のうち

もっとも妥当性の高いものを１つ選択したが，語義を

一意に決定することが困難な用例の取り扱い方につい

て今後検討が必要であると考えられる．その上で，包

含する複数の語義の傾向について分析を行う必要があ

る．

「のんびり－やる」の正例（進みが遅いさま）

�「どちらも少しのんびりペースでやっていきたい
です。」

�「しかし，事件によっては，そんなノンビリした
ことをやってはおれず，もっと迅速で簡易な処理

がどうしても必要だというものも多い。」

�「僕としてはもっとのんびりやりたかったんだけ
れどな。」

「のんびり－やる」の負例（くつろいでいるさま）

�「１４時頃までは，のんびりパソコンやったり，
ご飯食べたり，テレビみたりそう，植え替えなん

て全然してませんでしたw」

�「仕事が終わったあとのお楽しみ，ビールを飲み
ながらの野球観戦くらい，世界の流行なんてほっ

といて，ノンビリやりたいものだとは思いません

か？」

�「のんびりと民宿やランチをやりながら，毎日を
楽しんでいきたいと思っています」

「会議録２００８－０９」における「のんびり－やる」の

例

�「…やはりあんまりのんびりやっているうちに子
どもは大きくなってしまいますから…」

�「…これをのんびりやっていると万が一のことが
あったときに間に合わないことになってしまいま

すので…」

4. まとめ

本論文では，オノマトペの語義分類に寄与する係り

先動詞について検討した．語義分類済みコーパス「会

議録２０１０」において単一語義で一定頻度出現した「オ

ノマトペ－係り先動詞」の組について，同一ジャンル

のコーパスおよび，多様なジャンルの文を含むコーパ

スにおける用例の抽出と語義の分析を行った．

「会議録２００８－０９」の正例率は高く（９９．４％），同

一ジャンルの文書では，係り先動詞はオノマトペの語

義決定に寄与するといえる．「BCCWJ」の正例率は

７８．０％であった．分析対象の「オノマトペ－係り先

動詞」の組のうち約半数はオノマトペの語義決定に文

書のジャンルを問わず寄与することが確認された．用

例分析の結果，係り受け解析誤り，表記の揺れ，複数

語義の包含が負例の主な要因であることが明らかに

なった．コーパスの実例の分析に基づくアプローチで

は，係り受け解析誤りや表記の揺れがある程度存在す

ることは避けられない．一定以上の出現頻度がある共

起語を対象として分析することで，例外的な現象をあ

る程度無視することができると考えられる．ただし，

頻度の低い共起語がすべて例外であるとはいえないた

め，更なる分析，検討を進めていく．また，複数語義

の包含については，含意する語義の取り扱い方や語義

分類の方法ついて今後検討を行う．

本論文において，多様なジャンルの文を含むコーパ

スを対象に分析を行った結果，係り先動詞の種類自体

に文書のジャンルに起因した偏りがあることが示唆さ

れた．このため，今後は分析対象を拡大し，種々の大

規模コーパスを対象に，オノマトペと共起する語につ

いての検討を進める．また，次の段階として本論文で

取り扱わなかった，文の表層格について検討を進める．
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An Investigation of Onomatopoeias' Senses Classification Based on Modified Verbs
by

Keiichi TAKAMARU, Yuzu UCHIDA, Hokuto OTOTAKE and Yasutomo KIMURA

Abstract :

One onomatopoeia word has plural senses. A modified verb of an onomatopoeia, which is clue to decide a meaning

of onomatopoeia, is investigated in this paper. Modified verbs are extracted from sentences in the“local assembly cor-

pus２０１０”（LAC２０１０）. The sets of“onomatopoeia and modified verb”（O－MV sets）used with high frequency with a

single sense in the LAC２０１０are examined by using two other corpuses. One is a same genre corpus, the“local assem-

bly corpus ２００８－０９”（LAC２００８－０９）. The other is the corpus which includes various genres of documents, the

BCCWJ.９９．４％ of O－MV sets in the LAC２００８－０９have a same sense with the LAC２０１０. A modified verb contrib-

utes to decide the sense of onomatopoeia among certain genre of documents.７８．０％ of O－MV sets in the BCCWJ have

a same sense with the LAC２０１０. Negative examples in the BCCWJ are mainly caused by（i）errors of dependency

analysis,（ii）orthographical variants and（iii）implication of plural senses. Onomatopoeia's sense which is decided with

modified verb is not depending on the genre of document. However, there are some biases in occurrence of modified

verb among the genre of documents.

Keywords : onomatopoeia, corpus, word sense, modified verb
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